
時間 講義名 主な内容 方法 

１
日
目 

10:00 
｜ 

17:30 
 

（途中、 
昼食を 
はさみ 
ます） 

開会挨拶 開会挨拶、オリエンテーション ― 

食品表示法の解説 
食品表示を規定する法律の中心となる「食品表示基準」のうち、主に
一般用加工食品に係る部分の構成を解説し、どのようなルールがある
かの全体像を把握します。 

講義 

一括表示項目に関する 
法律の根拠 

食品表示法で定められている一括表示項目（義務表示事項）について
正確な表示を行うための根拠として、法律文書を参照しながら解説と
演習をまじえ理解を深めていただきます。 

講義・演習 

添加物、アレルギー物
質、遺伝子組換え食品の
表示のポイント 

間違えてしまうと製品回収につながる食品添加物、アレルギー物質、
遺伝子組換え食品の表示方法について、解説と演習をまじえ理解を深
めていただきます。 

講義・演習 

２
日
目 

9:30 
｜ 

17:00 
 

（途中、 
昼食を 
はさみ 
ます） 

原材料欄作成の 
ケーススタディ 

原料配合整理表を基に、原材料名欄を点検し、正しく修正する演習を
行います。表示の根幹をなす原材料欄の点検ができるスキルを身につ
けていただきます。 

講義・演習 

栄養成分表示と 
景品表示法について 

食品表示法で義務表示となった栄養成分表示の方法について解説しま
す。また、先般大きな社会問題となった景品表示法についても解説し
ます。 

講義・演習 

理解度テスト、質疑応答 セミナーを通じて学んだことの理解度テストと質疑応答を行います。 テスト 
質疑応答 

■受講についての注意 
 講義の内容や時間割は変更する場合がございます。また、昼食は各自ご用意ください。 
 経験豊富な専門家である一般財団法人日本食品検査の講師が、一貫してサポートします。 
 会話時のマスクの着用、入場前の検温（37.5℃以上の発熱がある方はご参加いただけません）をお願いする場合があります。 

 
■申込方法  ※先着順に受付し、定員（40 名）で締め切らせていただきます。 

① 参加申込書に必要事項を記入し、JAS 協会あてに FAX【03-3249-9388】で送信してください。 
② 開催日 1 か月前より、担当者様宛に請求書を随時送付します。 
③ 入金確認後、受講票を FAX で送付します。 

㊟ 満員又は当会規程の人数に満たない場合は、受講回の変更をお願いすることがあります。予めご了承ください。 

    演習で学ぶ 食品表示セミナー（２日間） 
▼所属 

団体・企業名                    （担当者名      ） 

所 在 地 
〒 TEL  

FAX  
e-mail  

会員番号（JAS 協会の会員の方のみご記入ください）   ―  
今後、記載された内容を基にセミナーのご案内をさせていただくことがございます。 
ご不要であれば、右記にチェックを入れてください。 □ DM 案内不要 

▼参加者         「ハンディ版」の購入の有無および希望の開催回に○を付けてください↓ 
フリガナ  「ハンディ版」の購入 

する ・ しない 

第 2 回 
（2026 年 9 月 3 日、4 日） 申込氏名  

フリガナ  「ハンディ版」の購入 

する ・ しない 

第 3 回 
（2026 年 11 月 19 日、20 日） 申込氏名  

※ 詳細は、JAS 協会のホームページ（https://www.jasnet.or.jp）へ 260617 

参 加 申 込 書 

FA
X 

03-3249-9388 


